
コーチラインセス運用について
大会時のコーチラインセス運用について下記の手順で行いますので、御対応の程よろしくお願いします。

①試合開始7分前までにスコアシートにスタート確認とサインを行ってください。
②スコアシートにサイン出来るのはプログラムに「ヘッドコーチ」登録された方のみです。
③サイン時にJBA公認コーチ証を掲示してください。
④ヘッドコーチは試合中、JBA公認コーチ証を見える様に首から提げて下さい。

ヘッドコーチとは
○試合中実際に指揮を執る者
○各大会で定めれられたJBA公認ライセンスを有すること
○一大会を通じて試合前にスコアシートにサインする者
※ライセンスがあっても監督、部長、ファーストアシスタントコーチ、アシスタントコーチはスコアシートにサインできません。
○大会プログラムのヘッドコーチ名と上記は同一人物になるように大会の申込みをすること
○サインする際はコーチライセンス証をスコアラーに提示すること

ヘッドコーチが選手として試合出場する場合は
○ヘッドコーチが選手として出場している時間はファーストアシスタントコーチがコーチの任務と権限を引き継ぐ。
※2020競技規則　第7条7 
○ヘッドコーチが試合に出場してる時間は選手として扱われる。
※ヘッドコーチ兼選手が選手として出場中にテクニカルファウルが宣された時は選手のテクニカルファウルとして扱われる
れ、審判が交代選手を招き入れた後にヘッドコーチ兼選手がテクニカルファウルを宣された時はヘッドコーチのテクニカル
ファウルとして扱われる

○アシスタントコーチも選手として出場している時間はベンチに残っている者がタイムアウトのTOへ請求できる。
※JSBのみ特別ルール

試合初戦前のヘッドコーチの変更について
○登録したヘッドコーチがやむを得ない事情で遅刻する場合は試合開始30分前までに大会本部に連絡する事
　※大会本部がやむを得ない事情と認められる時は一時的コーチ不在を認める
○登録したヘッドコーチがやむを得ない事情で変更する場合は試合開始30分前までに大会本部に連絡する事
※大会本部がやむを得ない事情と認められる時はヘッドコーチ変更を認めます。その際は後日、証明する書類をJSBに提出
してください

※変更するヘッドコーチは各大会で定めれられたJBA公認ライセンスを有すること
※事故や病気なのでの変更のヘッドコーチの代役が立てられない時はヘッドコーチ不在のまま大会に参加できるが、後日、交
通事故証明書や病気診断書をJSBへ提出すること。

※ただし、一度変更したらその後の再変更はできません。
○チーム内に各大会定めれられたJBA公認ライセンスいない場合は別のJBA公認ライセンス保持者が一時的なヘッドコーチ
としての登録を認める。

大会期間中のコヘッドコーチについて
○登録したヘッドコーチは一大会を通じて指揮をとらなければならない。大会途中での変更はできません。
○登録したヘッドコーチがやむを得ない事情で変更する場合に大会本部に連絡する事
　※大会本部がやむを得ない事情（仕事などは認められない）と認められる時はコーチ変更を認める
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